
深海魚体液を利用したスフェロイド（三次元）形成促進剤
（三次元化促進液をシャーレ上の培養液に添加するだけ）

2013

こんなことが出来ます！

簡単に「スフェロイド」を形成する画期的な培養促進剤。
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【解決したポイント】 【従来の問題点】

技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

　本特許のスフェロイド形成促進剤は、水産物の
体液から簡単に取り出すことができるため、非常
に安価に製造できる。しかも、シャーレ上の培養液
に添加するだけで簡単に「スフェロイド」を形成さ
せることができる。

　スフェロイド培養は、シャーレ上の表面加工やガ
ンを発生させた動物から取り出した液体を利用す
るなど、特殊な技術や製造コストがかかる問題が
ある。

　スフェロイド培養は、細胞培養の基本技
術として再生医療などの分野で非常に重要
である。
　日本海の資源から、身近なバイオ素材と
してこの培養液を発明することができた。
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　魚皮と筋肉の間隙物質（体液）または凍結した時に生ずるドリップを無菌処理して作成した液体を細胞培
養時に添加することで、簡単に細胞のスフェロイド（三次元）培養が可能であり、スフェロイド培養のための促
進剤として有効である。特に、深海魚類であるノロゲンゲから抽出した体液は、スフェロイド形成の効果が高
く、簡単に製造することができる。

ノロゲンゲ体液添加によるHepG2細胞のスフェロイド化
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